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福島第一原子力発電所 4号機原子炉建屋は，3号機の燃料損傷で発生した水素等のガスの流入によって大
きく損傷した。原子炉建屋内の汚染は，この流入したガスが放射性核種を含んでいたことによるものと想
定されている。4号機原子炉建屋内で採取されたコンクリートコア試料について放射能分析データに基づく
汚染の特徴を示し，ガスの流入による汚染過程について考察した。 
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1. 緒言 

福島第一原子力発電所事故で生じた瓦礫の分析データから得られる汚染分布は，放射性核種の移行挙動

を推定し，廃棄物のインベントリ評価を行う重要な手掛かりとなる。事故当時 4 号機原子炉内に燃料は装

荷されておらず，燃料損傷による水素等のガスの発生はなく，3 号機の燃料損傷によって発生したガスが共

有する排気塔に通じるベント用配管を逆流して 4 号機に流入した[1]。これにより水素爆発が起こり，建屋

は大きく損傷した。ガスは放射性核種を含んだ粒子や気体を伴って流入し，汚染を拡散したと想定される。

このような経緯から，4号機の汚染分布は他号機と傾向が異なると予想される。4 号機原子炉建屋内で採取

された試料の放射能分析を実施し[2]，汚染分布を取得した。 

2. 検討に用いた分析結果 

用いた試料は，4号機原子炉建屋内 1~4階で 2017年 7 月に

採取されたコンクリートコア試料である。各階の床面及びダ

クト下部の 2 か所の試料について，塗装面を含めた破壊分析

を実施した。全ての試料から 137Csが検出されたことから，こ

れまでに取得した 1～3 号機同様，汚染の主要核種は 137Cs で

あると言える。また，3H 及び 238Pu は全ての階から検出され

た一方で，14C は 4 階から，60Co は 3 階からのみ検出された。
3H 及び 238Pu について，137Cs に対する濃度を他号機と比較し

た(図 1)。図中の斜線は(縦軸/横軸)比を示し，この線上にある

ものは，137Csに対する濃度比が同一である。 

3. 考察 

4 号機建屋内で採取された試料は，3H と 238Puはいずれも同

様の濃度比を示した。流入したガスは建屋内に一様に拡散し，

汚染をもたらしたことが示唆される。また，4 号機の濃度比は，

他号機のそれらよりも大きな値を示した。1~3 号機は，それぞ

れの燃料が損傷したことにより発生したガスが格納容器から

漏洩し，建屋内への拡散に伴って汚染がもたらされた。一方

で 4号機は，3 号機の燃料損傷によって発生したガスがベント

によって流入し，それに伴ってもたらされた汚染である。こ

のような汚染の過程の違いが放射性核種の濃度比に反映され

ていると考えられる。 

汚染分布についてより詳細な情報を得るためには，ガスの

経路に関してより上流側から得た試料の分析が重要である。 

※この成果は，経済産業省/平成 28年度補正予算「廃炉・汚染水対策

事業費補助金（固体廃棄物の処理・処分に関する研究開発）」で得られたものの一部である。 
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図 1 3H及び 238Puと 137Csの濃度比 
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